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A会場（12 月 6日（木） 1日目）

9 : 20～9 : 30 開会の辞

9 : 30～10 : 20 口演：記憶障害（1） 座長：數井 裕光（高知大学 医学部 神経精神科学講座）

1A1-1 行動化を伴う自発性作話、TV徴候、場所の重複記憶錯誤が退院後に改善した
くも膜下出血の一例…………………………………………………………………………127
小山 健太1（こやま けんた）、唐澤 健太2、小山 充道3

1札幌渓仁会リハビリテーション病院 臨床統括センター、
2リハビリテーション天草病院 リハビリテーション科、
3北海道千歳リハビリテーション大学 健康科学部

1A1-2 くも膜下出血後より、情報源の再生不良を呈した記憶障害の 1例……………………127
村田 和人1（むらた かずと）、佐々木 ひとみ1、前田 順子1、廣島 真柄1、
齊藤 隆之1、清塚 鉄人2、岩本 康之介2、中川 政弥3

1国家公務員共済組合連合会 三宿病院 診療部 リハビリテーション科、
2国家公務員共済組合連合会 三宿病院 診療部 神経内科、
3国家公務員共済組合連合会 三宿病院 診療部 脳神経外科

1A1-3 両側尾状核頭部出血により重度の記憶障害を呈した一例………………………………128
溝渕 敬子1（みぞぶち けいこ）、高橋 信佳2、畠山 治子1、旭 俊臣1

1旭神経内科リハビリテーション病院 神経内科、
2千葉県立保健医療大学 リハビリテーション学科

1A1-4 自伝的記憶障害を呈した孤立性逆向性健忘の 1例
―自伝的意味記憶と自伝的エピソード記憶の回復過程―………………………………128
佐藤 夏帆1（さとう なつほ）、坂本 佳代1、久保 久美子2、石井 由起1、
田上 正茂1、菅野 陽3、荒木 俊彦3、浅井 亨1

1川口市立医療センター リハビリテーション科、2同 総合相談室、3同 神経内科

1A1-5 軽度の意味記憶障害（知識の低下）を呈した両側側頭後頭葉損傷の 1例……………129
川島 広明1（かわしま ひろあき）、船山 道隆2、岩本 圭子3、成塚 陽太1、
青木 篤美1、中島 明日佳1、稲葉 貴恵1、中村 智之1、黒崎 修平1

1足利赤十字病院 リハビリテーション科、2足利赤十字病院 神経精神科、
3元足利赤十字病院 リハビリテーション科

10 : 30～11 : 20 口演：記憶障害（2） 座長：飯干紀代子（志學館大学 人間関係学部 心理臨床学科）

1A2-1 Musical Mnemonic Training を用いた言語性短期記憶訓練の効果 ……………………129
小松 亜紀1（こまつ あき）、吉川 榮人1,2,3、小日向 直美2、菅沼 柚子3、
岩坂 憂児4

1医療法人吉栄会 吉川病院、2医療法人 吉栄会 吉栄会病院、
3医療法人社団 メドビュー 東京ちどり病院、4日本医療科学大学
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1A2-2 「この子に引っぱられてるみたいです」
―記憶障害の一例におけるタブレット型 IT ツールの有効性について― ……………130
笠井 智晴1（かさい ともはる）、小澤 恭子2、種村 留美3

1洛和会ヘルスケアシステム 洛和会音羽リハビリテーション病院
リハビリテーション部、2洛和会音羽リハビリテーション病院 神経内科、
3神戸大学大学院 保健学研究科

1A2-3 記憶障害・認知症向け専用メモ帳「スマートメモ帳」の開発…………………………130
安田 清1,2,3（やすだ きよし）
1大阪工業大学 情報科学部、2京都府立医科大学 精神医学教室、3NPO法人一歩一歩

1A2-4 社会的出来事を用いた遠隔記憶検査の応用―前脳基底部健忘症例に対して―………131
山本 小緒里1（やまもと さおり）、江口 洋子2、斎藤 文恵2、西川 順治3、
穴水 幸子4

1千葉県千葉リハビリテーションセンター 言語聴覚科、
2慶應義塾大学 医学部 精神・神経科学教室、
3埼玉石心会病院 リハビリテーション科、
4国際医療福祉大学 赤坂心理・医療福祉マネジメント学部 心理学科

1A2-5 記憶ノートの定着・使用が可能となった非アルコール性の
ウェルニッケ・コルサコフ症候群の一例…………………………………………………131
小割 貴博1（こわり たかひろ）、宮崎 泰広2、池野 雅裕3、種村 純3

1川崎医科大学 総合医療センター リハビリテーションセンター、
2関西電力病院 リハビリテーション科 関西電力医学研究所、
3川崎医療福祉大学 感覚矯正学科

11 : 30～12 : 30 教育講演 1 司会：中島八十一（長野保健医療大学）

EL1 社会的行動障害のリハビリテーションの原点とトピック ………………………………86
村井 俊哉1（むらい としや）、生方 志浦2、上田 敬太1

1京都大学大学院医学研究科・精神医学、
2京都大学大学院医学研究科・メディカルイノベーションセンター

12 : 40～13 : 30 サンドイッチセミナー 1
司会：林 敦子（神戸大学 生命・医学系保健学域リハビリテーション科学領域

脳機能・精神障害学分野）

SS1 神戸から始める認知症の人にやさしいまちづくり………………………………………116
古和 久朋（こわ ひさとも）
神戸大学 生命・医学系保健学域リハビリテーション科学領域
脳機能・精神障害学分野
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14 : 20～16 : 10 特別講演
司会：種村 留美（神戸大学 生命・医学系保健学域リハビリテーション科学領域

運動機能障害学分野）

SL Neuropsychological rehabilitation：The Origins of Contemporary Practice …………80
Jonathan Evans
Institute of Health ＆Wellbeing, University of Glasgow, UK

16 : 10～17 : 10 教育講演 2 司会：椿原 彰夫（川崎医療福祉大学）

EL2 我が国における全人的認知リハビリテーション―実践から見た現状と課題― ………88
納谷 敦夫（なや あつお）
なやクリニック 高次脳機能外来

17 : 10～18 : 30 シンポジウム 1：コミュニティにおける高次脳機能障害のリハビリテーション
司会：種村 純（川崎医療福祉大学 医療技術学部 感覚矯正学科）

長谷川 幹（三軒茶屋内科リハビリテーションクリニック）

S1-1 高次脳機能障害者の回復は主体性がカギ …………………………………………………94
長谷川 幹（はせがわ みき）
三軒茶屋内科リハビリテーションクリニック院長

S1-2 高次脳機能障害者の社会参加を支援する …………………………………………………95
加藤 俊宏（かとう としひろ）
特定非営利活動法人 高次脳機能障害者支援「笑い太鼓」高次脳機能障害者
支援センター

S1-3 当事者の「生き方」に触れながら支援を組み立てる ……………………………………96
野々垣 睦美（ののがき むつみ）
特定非営利活動法人脳外傷友の会ナナ クラブハウスすてっぷなな

S1-4 地域生活における当事者・家族のニーズと支援者としての関わり ……………………97
宮原 智子（みやはら ともこ）
NPO法人宝塚高次脳機能障害者共生の会 地域活動支援センターWakaba
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B会場（12 月 6日（木） 1日目）

9 : 30～10 : 00 口演：注意障害
座長：穴水 幸子（国際医療福祉大学 赤坂心理・医療福祉マネジメント学部 心理学科）

1B1-1 回復期脳卒中患者の注意機能が日常生活動作に及ぼす影響について
―MARSを用いての検討―…………………………………………………………………135
脇坂 成重（わきざか なりしげ）、吉村 雅史、中村 益伸、椎葉 智恵、
稲富 美保、黒木 雄大、遠藤 正英
医療法人福岡桜十字 桜十字福岡病院 リハビリテーション部

1B1-2 急性期脳卒中患者における行動評価の検者間信頼性の検討……………………………135
宮内 貴之1（みやうち たかゆき）、佐々木 祥太郎1、佐々木 洋子1、
最上谷 拓磨1、榊原 陽太郎1,2

1聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院 リハビリテーション部、
2聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院 脳神経外科

1B1-3 視線計測装置を用いた評価が症状理解に有用であったBálint 症候群を呈した
脳腫瘍患者一例の介入経験…………………………………………………………………136
田畑 阿美1（たばた あみ）、山脇 理恵1、谷向 仁2、上田 敬太3、菊池 隆幸4、
吉田 和道4、村井 俊哉3

1京都大学医学部附属病院 リハビリテーション部、
2京都大学大学院 医学研究科 人間健康科学系専攻、
3京都大学大学院 医学研究科 精神医学、
4京都大学大学院 医学研究科 脳神経外科学

10 : 10～10 : 40 口演：遂行機能障害 座長：小森憲治郎（十全ユリノキ病院 心理室）

1B2-1 展望記憶は記憶なのか，遂行機能なのか…………………………………………………136
太田 信子（おおた のぶこ）、種村 純
川崎医療福祉大学 医療技術学部 感覚矯正学科

1B2-2 前頭葉腫瘍摘出術後の遂行機能障害に対する補助的手段導入の試み…………………137
佐藤 晟也1（さとう せいや）、赤木 洋二郎2、川口 美奈子1,2、高嶋 美甫1、
飯盛 美紀1、藤野 英次郎1、川口 謙一1、飯原 弘二2、中島 康晴1

1九州大学病院 リハビリテーション部、2九州大学大学院 医学研究院 脳神経外科
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1B2-3 高齢アルコール依存症の遂行機能障害に対する Tinker Toy を用いた訓練の紹介……137
新田 千枝1（にった ちえ）、穴水 幸子2、森田 展彰3、松下 幸生4、木村 充4、
中村 康久10、菅原 田鶴子6、飯塚 由樹7、伊藤 翼7、楊 楽8、菊地 創5、
三村 將9

1日本学術振興会特別研究員DC（筑波大学 人間総合科学研究科 社会精神保健学
分野）、2国際医療福祉大学 赤坂心理・医療福祉マネジメント学部、
3筑波大学 医学医療系、4久里浜医療センター、5中央大学大学院 文学研究科、
6たづカウンセリングルーム、7東京成徳大学大学院、
8筑波大学 人間総合科学研究科 フロンティア医科学専攻、
9慶應義塾大学 医学部 精神・神経科学教室、10日本福祉大学 健康科学部

10 : 50～11 : 50 口演：認知リハ（1） 座長：山下 光（愛媛大学 教育学部）

1B3-1 脳室内腫瘍術後の高次脳機能障害が復職に影響を与えた事例…………………………138
齊田 和哉（さいた かずや）、渡邊 淳子
福岡大学病院 リハビリテーション部

1B3-2 中枢神経系原発悪性リンパ腫における初期治療の効果について
―ADLと認知機能から―……………………………………………………………………138
宅 美貴子1（たく みきこ）、小林 啓一2、齊藤 邦昭2、山田 深3、鈴木 亜希子4、
塩川 芳昭2、永根 基雄2、岡島 康友3

1杏林大学医学部付属病院 リハビリテーション室、
2杏林大学 医学部 脳神経外科学教室、
3杏林大学 医学部 リハビリテーション医学教室、4杏林大学医学部付属病院 看護部

1B3-3 髄芽腫患児 4症例の高次脳機能障害の経過………………………………………………139
木全 由佳理1（きまた ゆかり）、山本 裕泰1、栗本 路弘2、原 大介1、
小山 恭平1、澤木 優治1、川村 藍1、門野 泉3、若林 俊彦2

1名古屋大学医学部附属病院 リハビリテーション部、
2名古屋大学大学院 医学系研究科 脳神経外科学、
3名古屋大学医学部附属病院 リハビリテーション科

1B3-4 認知関連行動アセスメントに用いる情報の質について検証……………………………139
河村 鐘子（かわむら しょうこ）、小林 瑞穂、伊藤 梓、森田 秋子
鵜飼リハビリテーション病院

1B3-5 在宅の高次脳機能障害者家族における介護負担感についての検討……………………140
伊賀上 舞1（いがうえ まい）、木戸 保秀1、北村 美渚2、白山 靖彦3

1松山リハビリテーション病院 高次脳機能障害支援室、
2徳島大学大学院 口腔科学教育部、3徳島大学大学院 医歯薬学研究部

1B3-6 高次脳機能障害者の個別面接による家族支援……………………………………………140
野路井 未穂1（のじい みほ）、山口 加代子1、玉井 創太1、白井 理水1、
上野 未由希1、緑川 晶1,2、高岡 徹1

1横浜市総合リハビリテーションセンター、2中央大学 文学部
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12 : 40～13 : 30 サンドイッチセミナー 2 司会：前島伸一郎（金城大学）

SS2 情景知覚と高次の情報処理過程……………………………………………………………118
吉村 貴子（よしむら たかこ）
京都学園大学 健康医療学部 言語聴覚学科

14 : 20～15 : 10 口演：神経変性疾患（認知症を含む）（1）
座長：今村 徹（新潟医療福祉大学大学院 医療福祉学研究科）

1B4-1 マス計算を用いて注意機能のスクリーニングを行なった意味性認知症を呈する症例
…………………………………………………………………………………………………141
戸名 久美子（とな くみこ）
JCHO星ヶ丘医療センター

1B4-2 漢字による書称が相対的に保たれた原発性進行性失語の一例…………………………141
伊藤 さゆり1,2（いとう さゆり）、宇野 友貴3、伊関 千書4、鈴木 匡子5

1新潟医療福祉大学 リハビリテーション学部 言語聴覚学科、
2訪問看護ステーションライズ、3山形県立中央病院 リハビリテーション室、
4山形大学 医学部 内科学第三講座神経学分野、
5東北大学大学院 医学系研究科 高次脳機能障害学

1B4-3 レビー小体型認知症とアルツハイマー型認知症における質感認知障害の検討………142
大石 如香1,2（おおいし ゆか）、今村 徹1,2、下村 辰雄3、鈴木 匡子4

1新潟医療福祉大学 言語聴覚学科、2新潟リハビリテーション病院 神経内科、
3秋田県立リハビリテーション・精神医療センター、
4東北大学 医学系研究科 高次脳機能障害学

1B4-4 アルツハイマー病におけるカテゴリ特異性
―語流暢性課題における意味的クラスター形成からの検討―…………………………142
大内田 博文1（おおうちだ ひろふみ）、藤田 郁代2、福井 恵子1、爲数 哲司1、
原 富英1

1国際医療福祉大学 福岡保健医療学部、2国際医療福祉大学大学院

1B4-5 アルツハイマー病における慣習的比喩の理解……………………………………………143
佐藤 妙子1（さとう たえこ）、藤田 郁代2、橋本 律夫3

1国際医療福祉大学 言語聴覚学科、2国際医療福祉大学大学院 言語聴覚分野、
3国際医療福祉大学病院 神経内科
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15 : 10～16 : 10 口演：神経変性疾患（認知症を含む）（2）
座長：古和 久朋（神戸大学生命・医学系保健学域リハビリテーション科学領域

脳機能・精神障害学分野）

1B5-1 地誌的見当識障害で発症し、
間欠的な無反応を繰り返したクロイツフェルト・ヤコブ病（CJD）の一例…………143
田中 尚1（たなか ひさし）、新原 未菜美1、辰巳 新水2、吉村 政樹3

1八尾徳洲会総合病院 リハビリテーション科、2八尾徳洲会総合病院 神経内科、
3八尾徳洲会総合病院 脳神経外科

1B5-2 椎骨動脈瘤破裂後に行動異常型前頭側頭型認知症に酷似した
神経精神症状を呈した 1例…………………………………………………………………144
井上 雄吉1（いのうえ ゆうきち）、坂本 尚子2、脊戸 勇輝3、佐々木 舞3、
小竹 源紀4

1富山県リハビリテーション病院・こども支援センター 神経内科、
2富山県リハビリテーション病院・こども支援センター リハビリテーション科、
3富山県リハビリテーション病院・こども支援センター 総合リハビリテーション部
作業療法科、4済生会高岡病院 リハビリテーション科

1B5-3 語減少型原発性進行性失語（lpvPPA）の症候・画像所見・経過 ……………………144
大槻 美佳1（おおつき みか）、中川 賀嗣2、緒方 昭彦3

1北海道大学大学院保健科学研究院、2北海道医療大学 リハビリテーション科学部、
3北海道脳神経外科記念病院 神経内科

1B5-4 進行性非流暢性失語に対する逐次読みを利用した呼称訓練の効果……………………145
松岡 真由（まつおか まゆ）、吉田 慎一、中西 恭子、齊藤 美奈子、
伊藤 友季子、待鳥 咲耶、磯辺 彩恵、平尾 重樹
JA愛知厚生連 江南厚生病院 リハビリテーション技術科

1B5-5 意味性認知症で発症し急速に進行した筋萎縮性側索硬化症の 1例……………………145
白石 智順（しらいし ともゆき）、杉原 芳子、前田 憲吾
東近江総合医療センター 神経内科

1B5-6 アルコール多飲によると思われる認知機能低下の治療中に
logopenic 型進行失語の言語症状が出現した一例 ………………………………………146
竹内 奈緒子1（たけうち なおこ）、新貝 尚子1、吉澤 利弘2

1NTT東日本関東病院 リハビリテーション科、2NTT東日本関東病院 脳神経内科

16 : 20～17 : 00 口演：外傷性脳損傷
座長：平岡 崇（川崎医科大学 リハビリテーション医学教室）

1B6-1 頭部外傷者の発話はなぜ分かりにくいのか？～命題による分析～……………………146
藤原 麻美子1,2（ふじわら まみこ）、種村 留美1

1神戸大学大学院 保健学研究科、
2堺市立総合医療センター リハビリテーション技術科
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1B6-2 交通事故による小児の軽度の脳外傷～高次脳機能障害を残した例の検討～…………147
栗原 まな（くりはら まな）、有賀 賢典、吉橋 学、飯野 千恵子、安西 里恵
神奈川県総合リハビリテーションセンター 小児科

1B6-3 骨折を合併した頭部外傷者の気づきについて（症例報告）……………………………147
山中 緑（やまなか みどり）
大阪急性期・総合医療センター

1B6-4 European Brain Injury Questionnaire（EBIQ）による
日本と英国の外傷性脳損傷者の違いの分析………………………………………………148
青木 重陽（あおき しげはる）、鄭 健錫
神奈川リハビリテーション病院 リハビリテーション科

17 : 00～17 : 50 口演：その他前頭葉症状（1）
座長：山口 修平（島根大学 医学部 内科学講座内科学第三）

1B7-1 前交通動脈（Acom）破裂脳動脈瘤によるSAH術後症例からみた前頭葉機能検査…148
佐藤 幸子1,2（さとう ゆきこ）、小嶋 知幸3,4、古口 徳雄1、山内 利宏1、
川原 靖弘5

1千葉県救急医療センター、
2放送大学大学院 文化科学研究科 生活健康科学博士後期課程、
3市川高次脳機能障害相談室、4武蔵野大学大学院 人間社会研究科、
5放送大学大学院 文化科学研究科 生活健康科学

1B7-2 髄膜腫摘出術後早期からの高次脳機能変化と帰結先に関する因子の検討……………149
今田 泰裕1,3（いまだ やすひろ）、阿部 翠2、原 彩佳2,4、廣野 誠一郎4、村田 淳2

1神戸掖済会病院 リハビリテーション科、
2千葉大学医学部附属病院 リハビリテーション部、
3前 千葉大学医学部附属病院 リハビリテーション部、
4千葉大学大学院 医学研究院脳神経外科学

1B7-3 小脳病変を有する患者の認知機能について………………………………………………149
渡邊 淳子1（わたなべ じゅんこ）、齊田 和哉1、緒方 利安2、森下 登史3、
坪井 義夫2、井上 亨3、塩田 悦仁1

1福岡大学病院 リハビリテーション部、2福岡大学 医学部 神経内科、
3福岡大学 医学部 脳神経外科

1B7-4 橋出血後に高次脳機能障害を呈した症例…………………………………………………150
酒井 直美（さかい なおみ）
立正佼成会付属佼成病院 リハビリテーション部
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1B7-5 左前頭葉腫瘍に対する覚醒下手術後に運動開始困難や非失語性の言語障害に加え，
失書・失算を呈した症例……………………………………………………………………150
山本 裕泰1（やまもと ひろやす）、本村 和也2、原 大介1、小山 恭平1、
木全 由佳理1、澤木 優治1、川村 藍1、門野 泉3、若林 俊彦2

1名古屋大学医学部附属病院 リハビリテーション部、
2名古屋大学大学院 医学系研究科 脳神経外科学、
3名古屋大学医学部附属病院 リハビリテーション科

17 : 50～18 : 30 口演：その他前頭葉症状（2） 座長：船山 道隆（足利赤十字病院 神経精神科）

1B8-1 信頼関係の構築を契機に介入が功を奏した「ため込み症」の 1例……………………151
齋藤 嘉子1（さいとう よしこ）、磯野 理2

1公益社団法人信和会 介護老人保健施設 茶山のさと リハビリテーション部、
2公益社団法人信和会 京都民医連第二中央病院

1B8-2 構えの保続による特異な言語症状を呈した右前頭葉損傷の 1例………………………151
大井 博貴1（おおい ひろき）、三村 悠1、高田 武人1、船山 道隆1、
中島 明日佳2、三村 將3

1足利赤十字病院 神経精神科、2足利赤十字病院 リハビリテーション技術課、
3慶應義塾大学 医学部 精神・神経科学教室

1B8-3 くも膜下出血後に重複性記憶錯誤を呈した一例…………………………………………152
山本 重典1（やまもと しげのり）、水田 秀子1、田中 尚2、近藤 正樹3

1藤井会リハビリテーション病院 リハビリテーション部、
2八尾徳洲会総合病院 リハビリテーション科、3京都府立医科大学大学院 神経内科学

1B8-4 左前頭葉内側部 塞の一症例にみられた右手の運動無視と不随意動作の経時的関連
…………………………………………………………………………………………………152
木本 祥子1,2（きもと しょうこ）、清水 賢二1、高橋 守正1、西川 隆3

1京都岡本記念病院 リハビリテーション科、
2大阪府立大学大学院 総合リハビリテーション学研究科、3大阪自彊館診療所
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C会場（12 月 6日（木） 1日目）

9 : 30～10 : 00 口演：検査・画像 座長：目黒 謙一（東北大学CYRIC 高齢者高次脳医学）

1C1-1 術中マッピング時に純粋語聾を呈した一例
―優位半球上側頭回の語音認知への関わりについて……………………………………155
二村 美也子1（ふたむら みやこ）、藤井 正純2、前澤 聡3,4、水野 聡美5、
蛭田 亮2、岩楯 兼尚2、市川 優寛2、佐久間 潤2、大井 直往6、齋藤 清2

1福島県立医科大学附属病院 リハビリテーションセンター、
2福島県立医科大学 医学部 脳神経外科講座、
3名古屋大学 脳とこころの研究センター、4名古屋大学 医学部 脳神経外科、
5国立病院機構 名古屋医療センター、
6福島県立医科大学 医学部 リハビリテーション医学講座

1C1-2 失語症症例の聴覚機能―MEGによる検討― ……………………………………………155
河野 寛一1（かわの ひろかず）、本田 美和2、増田 智子2、下堂薗 恵3、苅安 誠4

1潤和会記念病院 リハビリテーション科、
2潤和会記念病院 リハビリテーション診療部、
3鹿児島大学大学院 医歯学総合研究科 リハビテーション医学、
4京都学園大学健康医療学部言語聴覚学科

1C1-3 初期Alzheimer 病における記銘力と海馬体積 subfield 解析……………………………156
吉澤 浩志（よしざわ ひろし）、関 美沙、北川 一夫
東京女子医科大学 脳神経内科

10 : 10～11 : 20 口演：言語学的分析 座長：藤田 郁代（国際医療福祉大学大学院）

1C2-1 新造語ジャルゴンを呈したWernicke 失語 2例の呼称回復経過 ………………………156
内山 良則1（うちやま よしのり）、松田 実2

1大阪市立総合医療センター リハビリテーション科、
2医療法人社団清山会 いずみの杜診療所

1C2-2 自己修正の成否に関わる目標語の親密度の影響について：
失語例の呼称成績の経過からの分析………………………………………………………157
石塚 弥里（いしづか みさと）、上間 清司、杉山 あや
イムス板橋リハビリテーション病院 リハビリテーション科

1C2-3 左前頭葉腫瘍に対し覚醒下手術を施行した一例における術中呼称反応の分析：
Broca 野と抽象的態度の関連 ………………………………………………………………157
佐藤 亜弓1,3（さとう あゆみ）、永島 史生1、埜中 正博2、長谷 公隆1

1関西医科大学附属病院 リハビリテーション科、
2関西医科大学附属病院 脳神経外科、3京都大学大学院 人間・環境学研究科
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1C2-4 類別詞の産生と理解：Alzheimer 病患者を対象とした検討 ……………………………158
古本 英晴1（ふるもと ひではる）、櫻井 透1,2、三浦 康子1、長瀬 さつき1

1国立病院機構千葉医療センター 神経内科、2千葉大学医学部 神経内科

1C2-5 日本語版Main Concept Analysis 作成の試み ……………………………………………158
矢頭 瞳1（やず ひとみ）、吉野 眞理子2、Anthony Pak-Hin Kong3、木村 和美4、
大久保 公裕5

1日本医科大学付属病院 耳鼻咽喉科・頭頸部外科、
2筑波大学大学院 人間総合科学研究科、3セントラル・フロリダ大学、
4日本医科大学 神経・脳血管内科、5日本医科大学 耳鼻咽喉科・頭頸部外科

1C2-6 失語症者のための談話評価法開発の試み 第 2報―情景画と連続絵について―……159
川上 勝也1（かわかみ かつや）、渡邉 基2、齋藤 玲子2、吉畑 博代3、
進藤 美津子3、道又 爾4、小林 一成5、安保 雅博5

1東京慈恵会医科大学葛飾医療センター リハビリテーション科、
2東京慈恵会医科大学附属病院 リハビリテーション科、
3上智大学大学院 言語科学研究科 言語学専攻、
4上智大学 総合人間科学部 心理学科、
5東京慈恵会医科大学 リハビリテーション医学講座

1C2-7 母語英語失語症者の言語評価～Comprehensive Aphasia Test（CAT）の結果から～
…………………………………………………………………………………………………159
渡邊 理恵1（わたなべ りえ）、渡邉 玲2、 島 直之2、吉畑 博代3、
土橋 三枝子4、杉山 たかこ5、伊集院 睦雄6、綿森 淑子7

1東京共済病院 言語聴覚療法室、2東京共済病院 脳神経外科、
3上智大学大学院 言語科学研究科 言語聴覚研究コース、
4虎ノ門病院 リハビリテーション部、5東京都立墨東病院 リハビリテーション科、
6県立広島大学 保健福祉学部、7広島県立保健福祉大学 名誉教授

11 : 30～12 : 30 口演：身体図式・病態失認 座長：大槻 美佳（北海道大学大学院 保健科学研究院）

1C3-1 左半身無視に伴う着衣障害例の更衣動作へのアプローチ………………………………160
田伏 利沙1（たぶせ りさ）、大橋 ふさよ1、水田 秀子1、近藤 正樹2

1藤井会リハビリテーション病院 リハビリテーション部、
2京都府立医科大学大学院 神経内科学

1C3-2 脳血管障害患者における身体表象の障害と活動遂行の関係……………………………160
白石 淳史1（しらいし あつし）、小賀野 操2、前田 眞治3

1国際医療福祉大学病院 リハビリテーション室、
2国際医療福祉大学 保健医療学部 作業療法学科、
3国際医療福祉大学大学院 リハビリテーション学分野

1C3-3 『先生の手』と訴える身体パラフレニアの一例―身体所有感の階層性に沿った一介入―
…………………………………………………………………………………………………161
吾妻 勇吹（あづま いぶき）、小林 祥子、小林 啓晋
角谷リハビリテーション病院 リハビリテーション科
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1C3-4 急性の脳血管障害発症後にフレゴリ症状を呈した 2症例………………………………161
川合 圭成1（かわい よしなり）、森 恵子1、伊藤 益美1、岩崎 靖2

1小山田記念温泉病院 脳神経内科、2愛知医科大学 加齢医科学研究所

1C3-5 右上肢に余剰幻肢とソマトパラフレニアを呈した左視床出血の一例…………………162
田中 寿美香1（たなか すみか）、水田 秀子1、近藤 正樹2

1藤井会リハビリテーション病院 リハビリテーション部、
2京都府立医科大学大学院 神経内科学

1C3-6 余剰幻肢を呈した 5事例における病態と脳血流の検討…………………………………162
山田 麻和1（やまだ まい）、中尾 洋子2、瀬戸 牧子2、佐藤 聡2、辻畑 光宏2

1社会医療法人春回会 長崎北病院 総合リハビリテーション部、
2社会医療法人春回会 長崎北病院 神経内科

18 : 40～20 : 00 招宴講演 1：日本酒を楽しむ夕べ
～日本酒マイスター・安藤先生が語る灘の酒の歴史～
司会：種村 留美（神戸大学生命・医学系保健学域リハビリテーション科学領域

運動機能障害学分野）

招宴講演 1 ヒトはなぜ酒を飲むのか？ 生理学的見地から…………………………………………112
安藤 啓司（あんどう ひろし）
神戸常盤大学 保健科学部 医療検査学科
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D会場（12 月 6日（木） 1日目）

9 : 30～10 : 30 口演：行為・動作障害（1） 座長：福井 俊哉（花咲会かわさき記念病院）

1D1-1 脳梁及び前頭葉内側面損傷後に間欠性運動開始困難を呈した 1例……………………165
富田 将1（とみた まさる）、山田 麻和1、瀬戸 牧子2、佐藤 聡2、辻畑 光宏2

1社会医療法人春回会 長崎北病院 総合リハビリテーション部、
2社会医療法人春回会 長崎北病院 神経内科

1D1-2 物を逆さに持ち、誤った方向で操作するPosterior cortical atrophy が疑われる 1例
…………………………………………………………………………………………………165
大森 智裕1（おおもり ともひろ）、石川 芽衣1、穴水 幸子2、船山 道隆3、
仁井田 りち4、田渕 肇4、藤田 郁代5

1川越リハビリテーション病院 リハビリテーション部、
2国際医療福祉大学 赤坂心理・医療福祉マネジメント学部 心理学科、
3足利赤十字病院 神経精神科、4慶應義塾大学 医学部 精神神経科、
5国際医療福祉大学大学院 医療福祉学研究科

1D1-3 鉛筆の持ち方がわからないと訴えるもやもや病の 1例…………………………………166
金森 雅1（かなもり まさる）、橋本 幸久1、山下 泰治2,3、山下 光4、
内山 侑紀3、道免 和久3

1兵庫医科大学病院 リハビリテーション部、
2松山リハビリテーション病院 リハビリテーション科、
3兵庫医科大学 リハビリテーション科、4愛媛大学 教育学部

1D1-4 頭部外傷後に多発するAction slips ………………………………………………………166
中島 明日佳1（なかじま あすか）、船山 道隆2、山田 尚子3、中村 智之1、
稲葉 貴恵1

1足利赤十字病院 リハビリテーション科、2足利赤十字病院 神経精神科、
3甲南女子大学 人間科学部

1D1-5 運筆において特異な動きを認めた 1症例…………………………………………………167
大和 吉郎（やまと よしろう）
岩手県立磐井病院 リハビリテーション技術科

1D1-6 道具使用時の前頭葉活動 近赤外分光法（NIRS）を用いた検討 ……………………167
原 麻理子1（はら まりこ）、後藤 純信2、前田 眞治2、菅原 光晴3、山本 潤4

1国際医療福祉大学 福岡保健医療学部 作業療法学科、
2国際医療福祉大学大学院 リハビリテーション学分野、3清伸会 ふじの温泉病院、
4国際医療福祉大学 小田原保健医療学部



プ
ロ
グ
ラ
ム

第
１
日

－33－

10 : 30～11 : 30 口演：行為・動作障害（2）
座長：中川 賀嗣（北海道医療大学 リハビリテーション科学部）

1D2-1 袖通しに出現する着衣障害の誤反応の要因………………………………………………168
山本 潤1（やまもと じゅん）、前田 眞治2、菅原 光晴3、原 麻理子4、
近藤 智2,5、掬川 晃一6

1国際医療福祉大学 小田原保健医療学部 作業療法学科、
2国際医療福祉大学大学院 リハビリテーション学分野、
3ふじの温泉病院 リハビリテーション科、
4国際医療福祉大学 福岡保健医療学部 作業療法学科、
5厚木市立病院 リハビリテーション技術科、6国際医療福祉大学熱海病院

1D2-2 半側空間無視を伴う着衣障害患者の徴候と改善経過を追った一例……………………168
村上 英里1（むらかみ えり）、中川 賀嗣2、比田 亜希1

1錦海リハビリテーション病院 リハビリテーション技術部、
2北海道医療大学 心理学部

1D2-3 心室細動による低酸素脳症により顕著な失行を呈した 1例……………………………169
松川 勇1（まつかわ いさむ）、船山 道隆2、中村 智之1

1足利赤十字病院 リハビリテーション科部、2足利赤十字病院 神経精神科

1D2-4 多彩な高次脳機能障害と重度感覚障害により右上肢機能障害を呈した症例に対する
両手動作訓練…………………………………………………………………………………169
中田 さおり1（なかた さおり）、大橋 ふさよ1、水田 秀子1、近藤 正樹2

1藤井会リハビリテーション病院 リハビリテーション部、
2京都府立医科大学大学院 神経内科学

1D2-5 道具と作用対象の適切な組み合わせが困難だった観念性失行の一例…………………170
石橋 凜太郎1（いしばし りんたろう）、花田 恵介1,2、竹田 克之1、河野 正志1、
市村 幸盛1、下竹 克美3、平山 和美2

1医療法人穂翔会 村田病院リハビリテーション部、
2山形県立保健医療大学大学院 保健医療学研究科 作業療法学分野、
3医療法人穂翔会 村田病院 脳神経外科

1D2-6 異なる着衣障害を呈した 3症例の症候分析と治療介入について………………………170
林 達也1（はやし たつや）、磯野 理2

1京都民医連第二中央病院 リハビリテーション部、
2京都民医連第二中央病院 神経内科
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11 : 30～12 : 30 口演：行為・動作障害（3）
座長：永井知代子（帝京平成大学 健康メディカル学部 言語聴覚学科）

1D3-1 右手動作の拙劣さを認めた左半球損傷例に対する道具の実使用練習の試み…………171
空野 楓1（そらの かえで）、花田 恵介1,2、河野 正志1、市村 幸盛1、竹林 崇3、
平山 和美2

1医療法人穂翔会 村田病院リハビリテーション部、
2山形県立保健医療大学大学院 保健医療学研究科 作業療法学分野、
3吉備国際大学 保健医療福祉学部 作業療法学科

1D3-2 姿勢の違いが認知行動・高次脳機能障害に及ぼす影響の検討
―失行検査課題を用いて―…………………………………………………………………171
大野 泰輔1,2（おおの たいすけ）、磯野 理3

1京都民医連第二中央病院 リハビリテーション部、2神戸大学大学院 保健学研究科、
3京都民医連第二中央病院 神経内科・リハビリテーション科

1D3-3 感覚障害を伴い左手指の巧緻動作、両手動作が困難であった左上肢機能障害例の
リハビリ経過…………………………………………………………………………………172
渡邉 祐季1（わたなべ ゆうき）、大橋 ふさよ1、水田 秀子1、近藤 正樹2

1藤井会リハビリテーション病院 リハビリテーション部、
2京都府立医科大学大学院 神経内科学

1D3-4 左後頭葉皮質下出血後，失行症とバリント症候群を呈した症例の
検査場面とADL場面で生じた現象の違いについて ……………………………………172
家門 匡吾1,2（かもん きょうご）、種村 留美2

1西宮協立リハビリテーション病院 リハビリテーション部 神戸大学大学院 保健学
研究科、2神戸大学大学院 保健学研究科

1D3-5 視覚提示による改善が有効であった失行症例の寿司職人への復職に向けた取り組み
…………………………………………………………………………………………………173
谷山 大士1（たにやま だいし）、岡本 昂太1、小澤 恭子2、種村 留美3

1洛和会音羽リハビリテーション病院 リハビリテーション部、
2音羽リハビリテーション病院 神経内科、3神戸大学大学院 保健学研究科

1D3-6 視線分析により注意の抑制障害が原因と考えられた系列的操作障害を呈した
左頭頂皮質下出血例…………………………………………………………………………173
比田 亜希1（ひだ あき）、吉田 倫子1、宮口 英樹2

1錦海リハビリテーション病院、2広島大学学術院大学 医歯薬保健学研究科

16 : 10～17 : 10 口演：失語症 職業復帰 座長：立石 雅子（目白大学 保健医療学部）

1D4-1 失語症のある人に対する自宅退院後の社会参加アプローチ……………………………174
平山 孝子（ひらやま たかこ）、清水 一
井野口病院 リハビリテーション科
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1D4-2 京都府の障害者相談支援事業所等への高次脳機能障害支援に関する実態調査………174
武澤 信夫1,2（たけざわ のぶお）、平野 哲雄3、近藤 正樹2、中川 正法2,3、
水野 敏樹2

1京都府リハビリテーション支援センター、2京都府立医科大学 神経内科、
3京都府立医科大学附属北部医療センター

1D4-3 生活期失語症者のQOLから導き出される効果的な支援方略の検討
～生活満足度の高得点群と低得点群の比較～……………………………………………175
安居 和輝1,2（やすい かずき）、安居 道子1、種村 純2

1一般社団法人ことばの道 ことばの道デイサービス、
2川崎医療福祉大学大学院 医療技術学研究科 感覚矯正学専攻 博士後期課程

1D4-4 失語症者の社会参加への取り組み「失語症を知ってもらう活動」を通して…………175
平野 佳子（ひらの よしこ）、青木 智恵、大槻 美保、田村 徳子、三宅 裕子
地域活動支援センターすももクラブ

1D4-5 失語症家族の言語・認知の捉え方に関わる要因の検討…………………………………176
守屋 咲希1（もりや さき）、種村 純2、黒住 司尾子1、小割 貴博1

1川崎医科大学総合医療センター リハビリテーションセンター、
2川崎医療福祉大学 医療技術学部 感覚矯正学科

1D4-6 日本における失語症友の会の変遷とその関連要因の検討………………………………176
原山 秋1,2（はらやま しゅう）、種村 純2

1因島医師会病院 リハビリテーション科、2川崎医療福祉大学

17 : 10～18 : 00 口演：失語症 経過 座長：浦野 雅世（横浜市立脳卒中・神経脊椎センター）

1D5-1 独自の self-generated cue の活用に有用性を示した一例 ………………………………177
丹羽 美雪（にわ みゆき）、齊藤 珠美
医療法人桂名会 木村病院 リハビリテーション科

1D5-2 発症 3ヶ月後から高次脳機能の著明な改善を認め営業職に復帰した一例
～awareness 低下の要因に焦点を当てて～………………………………………………177
山崎 華夏（やまざき はるか）、杉山 あや
イムス板橋リハビリテーション病院 リハビリテーション科

1D5-3 両側被殻出血により「所謂」皮質聾になった症例の復職までの経過…………………178
松元 雅俊1（まつもと まさとし）、小澤 恭子2、石田 和也3、能登谷 晶子4

1洛和会音羽リハビリテーション病院 リハビリテーション部、
2洛和会音羽リハビリテーション病院 神経内科、
3京都府立医科大学 リハビリテーショ医学、
4京都学園大学 健康医療学部 言語聴覚学科
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1D5-4 言語優位半球の脳腫瘍切除例において失語症を増悪させる脳領域……………………178
若松 千裕1,2（わかまつ かずひろ）、黒川 翔1、相原 伸子1、石合 純夫2、
三國 信啓3

1札幌医科大学附属病院 リハビリテーション部、
2札幌医科大学 医学部 リハビリテーション医学講座、
3札幌医科大学 医学部 脳神経外科学講座

1D5-5 左側頭頭頂葉 塞により純粋語聾を来した 1例…………………………………………179
田口 智子1（たぐち ともこ）、岩切 夏華1、石田 名奈1、田端 啓那1、
ナクラ 早都子1、稲富 雄一郎2、中島 誠3、米原 敏郎2

1済生会熊本病院 リハビリテーション部、2済生会熊本病院 神経内科、
3熊本大学大学院 神経内科

18 : 00～18 : 40 口演：読み書き障害 座長：櫻井 靖久（三井記念病院 神経内科）

1D6-1 読み書きを担う脳機能の一知見―fMRI 基礎研究と臨床データの比較を通して― …179
高山 みさき1（たかやま みさき）、大西 英雄2、伊澤 幸洋3

1一般財団法人操風会 岡山リハビリテーション病院 リハビリテーション部、
2県立広島大学 保健福祉学部 コミュニケーション障害学科、
3福山市立大学 教育学部 児童教育学科

1D6-2 くも膜下出血による左側頭葉を中心とする損傷で
漢字に強い読み書き障害を呈した 1例……………………………………………………180
森口 みどり1（もりぐち みどり）、浜本 彩1、佐藤 卓也1、小股 整2、
佐久間 真由美3、今村 徹4

1新潟リハビリテーション病院 言語聴覚科、
2新潟リハビリテーション病院 リハビリテーション科、
3新潟医療福祉大学 リハビリテーション学部 理学療法学科、
4新潟医療福祉大学大学院 医療福祉学研究科 保健学専攻 言語聴覚学分野

1D6-3 左側頭葉後下部 塞による失読失書を呈した 1例の失読の特徴………………………180
宮崎 泰広1,2（みやざき やすひろ）、種村 純3、田中 春美1、惠飛須 俊彦2,4

1関西電力病院 リハビリテーション部、
2関西電力医学研究所 リハビリテーション医学研究部、
3川崎医療福祉大学 感覚矯正学科、4関西電力病院 リハビリテーション科

1D6-4 仮名とローマ字の関係
～読み書きは障害されたが、ローマ字と仮名の相互変換は保持された症例～………181
井川 大樹1（いがわ ひろき）、大槻 美佳2、藤重 正人3

1新さっぽろ脳神経外科病院 リハビリテーション科、
2北海道大学大学院 保健科学院、3新さっぽろ脳神経外科病院 脳神経外科
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18 : 40～19 : 10 特別講習会（利益相反・倫理委員会）
司会：中川 賀嗣（北海道医療大学 リハビリテーション科学部）

特別講習会 研究を開始する際の倫理に関する具体的留意点・手続きについて
―学会発表・論文投稿に際し求められる倫理的配慮―…………………………………124
平岡 崇1,2（ひらおか たかし）
1川崎医科大学 リハビリテーション医学教室、
2川崎医療福祉大学 リハビリテーション学科
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ポスター会場（12月 6日（木） 1日目）

10 : 10～10 : 58 ポスター：半側空間無視・視空間失認・右半球症状
座長：窪田 正大（鹿児島大学 医学部 保健学科）

1P1-1 半側空間無視患者に対する非無視方向への体幹回旋位でのリーチ運動の効果
―症例報告―…………………………………………………………………………………185
志田 航平1,2（しだ こうへい）、網本 和2、藤野 雄次1、高橋 秀寿1、牧田 茂1

1埼玉医科大学国際医療センター リハビリテーションセンター、
2首都大学東京大学院 人間健康科学研究科 理学療法科学域

1P1-2 左同名半盲に加えて動きの知覚に特徴的な停滞を呈した慢性期脳卒中症例…………185
河島 則天（かわしま のりたか）、大松 聡子
国立障害者リハビリテーションセンター研究所 運動機能系障害研究部

1P1-3 右半球損傷により運動無視と病態失認が疑われた症例
―神経心理学的検査および行動所見からの病態分析―…………………………………186
中田 佳佑（なかた けいすけ）、南川 勇二、藤井 慎太郎、生野 公貴
医療法人友紘会 西大和リハビリテーション病院

1P1-4 全脳梁離断術後に特異な症状を呈した一小児例…………………………………………186
服部 有香1（はっとり ゆか）、温井 めぐみ1,2,3、草間 由実子1、日浦 真緒1、
小川 智恵1、永安 香1、井上 岳司2,3、川脇 壽2,3、愛場 庸雅1

1大阪市立総合医療センター 小児言語科、
2大阪市立総合医療センター 小児神経内科、
3大阪市立総合医療センター 小児青年てんかん診療センター

1P1-5 低酸素脳症後の小字症についての検討
―緩徐なリズム刺激が小字に有用であった一例―………………………………………187
甲斐 祥吾1（かい しょうご）、野村 心1、吉川 公正1,2、中島 恵子3

1社会福祉法人 農協共済 別府リハビリテーションセンター、
2遠賀中間医師会おかがき病院 リハビリテーション科、
3帝京平成大学大学院 臨床心理学研究科

1P1-6 重症 pusher 現象症例の重症度および関連因子の継時的変化と機能予後の分析 ……187
折本 巧1（おりもと たくみ）、佐藤 祐2、加藤 優一2、網本 和3

1社会医療法人社団森山医会 森山記念病院 リハビリテーション科、
2社会医療法人社団 森山医会 東京脳神経センター病院 リハビリテーション科、
3首都大学東京 健康科学部 理学療法学科 人間健康科学研究科 理学療法学域
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10 : 58～11 : 46 ポスター：情動障害・その他
座長：平林 一（鹿教湯三才山リハビリテーションセンター 鹿教湯病院

心理療法科）

1P2-1 ADL 動作の新規習得を必要とする脳血管障害者の記憶障害とADLの関係 …………188
斉藤 良行1（さいとう よしゆき）、小島 伸枝2、木村 憲仁3

1社会医療法人社団カレスサッポロ時計台記念病院 作業療法科、
2社会医療法人社団カレスサッポロ時計台記念病院 リハビリテーション部、
3社会医療法人社団カレスサッポロ時計台記念病院 総合リハビリテーションセンター

1P2-2 視覚・聴覚刺激に対する視線走査からみた高齢者の注意機能
～新しい解析システムを用いて～…………………………………………………………188
吉田 翔1,2（よしだ しょう）、砂原 伸行3、能登谷 晶子4、中谷 謙5、武田 千絵3

1石川勤労者医療協会 城北病院 リハビリテーション部、
2金沢大学大学院 医薬保健学総合研究科 保健学専攻、
3金沢大学 医薬保健研究域保健学系、4京都学園大学 健康医療学部、
5関西福祉科学大学 保健医療学部

1P2-3 ウェルニッケ失語症患者の精神症状………………………………………………………189
黒瀬 心1,2,3（くろせ しん）、船山 道隆2、是木 明宏3、高田 武人2、三村 將1

1慶應義塾大学 医学部 精神神経科、2足利赤十字病院 神経精神科、
3下総精神医療センター 精神科

1P2-4 易怒性を呈する社会的行動障害例の経過と長期支援……………………………………189
八木 真美1（やぎ まさみ）、宮崎 彰子1、平岡 崇2、花山 耕三2、用稲 丈人3、
種村 純3、椿原 彰夫3

1川崎医科大学附属病院 リハビリテーションセンター、
2川崎医科大学 リハビリテーション医学教室、3川崎医療福祉大学

1P2-5 漠然とした虚無感を背景としてリストカットを繰り返す高次脳機能障害の 1例……190
山下 貴史（やました たかふみ）、西 真樹子、橋本 学
国立病院機構 肥前精神医療センター

1P2-6 小脳性認知・情動症候群を有する小脳損傷患者の
言語・コミュニケーション障害の特徴……………………………………………………190
塚越 千尋1,2（つかごし ちひろ）、俵 あゆみ2、蜂谷 敦子2、新藤 千夏2、
安永 佐知歌1、生方 志浦3、納谷 敦夫2

1藍野大学 医療保健学部、2なやクリニック、
3京都大学 医学研究科 メディカルイノベーションセンター
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16 : 10～16 : 50 ポスター：行為・動作障害・その他
座長：藤原加奈江（東北文化学園大学 医療福祉学部 リハビリテーション学科）

1P3-1 視覚と体性感覚のクロスモダルトランスファー課題にて
道具の使用障害が改善した 1例……………………………………………………………191
小松崎 千恵（こまつざき ちえ）、安井 百合香、西本 祥仁
東京都済生会中央病院 リハビリ技術科

1P3-2 重度の失語症と失行症が合併した症例に対する意思表出手段獲得に向けた
ジェスチャー表出課題の試み………………………………………………………………191
南川 勇二（みなみかわ ゆうじ）、道上 千智、中田 佳佑、藤井 慎太郎、
生野 公貴
医療法人友紘会 西大和リハビリテーション病院

1P3-3 低酸素脳症後に感情コントロールの困難さと高次動作性障害を認めた事例の
更衣動作への介入……………………………………………………………………………192
那須 識徳1,2（なす さとのり）、生田 純一1、鈴木 孝治3

1農協共済中伊豆リハビリテーションセンター、2藤田医科大学 保健学研究科、
3藤田医科大学 大学院 保健学研究科

1P3-4 課題によって道具使用の自立度に差異がみられた左頭頂葉損傷の 2例………………192
崎田 誠司1（さきた せいじ）、森 雄祐1、松尾 佳奈1、弦巻 厚平1、田中 達也2

1伊万里有田共立病院 リハビリテーション科、2伊万里有田共立病院 脳神経外科

1P3-5 注視点分析を用いた視覚情報処理過程の把握による模倣障害の病態分析
―シングルケースでの検討―………………………………………………………………193
西川 咲（にしかわ さき）、河野 正志、高村 優作、市村 幸盛
医療法人穂翔会 村田病院 リハビリテーション部

16 : 50～17 : 30 ポスター：記憶障害（1）
座長：林 敦子（神戸大学生命・医学系保健学域リハビリテーション科学領域

脳機能・精神障害学分野）

1P4-1 発症から長期経過し「道に迷う」を訴え外来受診した一例
地理的見当識障害の要因の抽出と対応策の立案…………………………………………193
野村 心1（のむら しん）、甲斐 祥吾1、吉川 公正2、中島 恵子3

1社会福祉法人 農協共済 別府リハビリテーションセンター、
2遠賀中間医師会おかがき病院 リハビリテーション科、
3帝京平成大学大学院 臨床心理学研究科

1P4-2 慢性期被殻出血例に対する反復経頭蓋磁気刺激（rTMS）施行が動作に与える影響…194
掬川 晃一1（きくかわ こういち）、小林 健太郎2、篠永 正道3、前田 眞治4、
山本 潤5、近藤 智4

1国際医療福祉大学熱海病院 リハビリテーション部、
2九段坂病院 リハビリテーション科、3国際医療福祉大学熱海病院 脳神経外科、
4国際医療福祉大学大学院、5国際医療福祉大学 小田原保健医療学部 作業療法学科
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1P4-3 頭頂葉下部及び後部側頭葉への経頭蓋直流電気刺激により
言語性記憶の改善が認められた症例………………………………………………………194
藤木 美帆（ふじき みほ）、山田 逸朗、嶋本 伸人
医療法人相生会 福岡みらい病院 リハビリテーション科

1P4-4 前脳基底部 塞による健忘の回復過程で
未知の人物やテレビ番組に hyper-familiarity が生じた 1症例 …………………………195
佐藤 優子1（さとう ゆうこ）、船山 道隆2、松本 卓1、植木 隆彦1

1横浜市立みなと赤十字病院 リハビリテーション科、2足利赤十字病院 神経精神科

1P4-5 脳梁脳動静脈奇形破裂後に重度記憶障害を呈した 1例…………………………………195
上田 有紀人1（うえだ ゆきと）、佐藤 正之2、松田 佳奈1,3、田部井 賢一2,3、
当麻 直樹4、鈴木 秀謙4

1三重大学医学部附属病院 リハビリテーション部、
2三重大学大学院 医学系研究科 認知症医療学、
3三重大学大学院 医学系研究科 神経病態内科学、
4三重大学大学院 医学系研究科 脳神経外科学

17 : 30～18 : 10 ポスター：記憶障害（2）
座長：原 寛美（桔 ヶ原病院 高次脳機能リハビリテーションセンター）

1P5-1 記憶の改善と代償手段の獲得に興味や病前の習慣が影響した一例……………………196
大西 友香（おおにし ともか）、森脇 繁登、佐藤 千晃、竹内 雪絵、石田 史穂
島根大学医学部附属病院

1P5-2 認知症の予防を目指すMCI（軽度認知障害）からの回復への介入
―効果的な訓練を予測的に検討する―……………………………………………………196
有賀 美紀1（ありが みき）、工藤 千秋1、中島 恵子2

1くどうちあき脳神経外科クリニック、2帝京平成大学大学院

1P5-3 Logopenic variant of primary progressive aphasia に類似する言語障害を呈した一例
…………………………………………………………………………………………………197
内山 信1,2（うちやま まこと）、佐藤 卓也3、小松 慎太郎3、今村 徹1,2

1新潟医療福祉大学 医療技術学部 言語聴覚学科、
2新潟リハビリテーション病院 神経内科、
3新潟リハビリテーション病院 リハビリテーション部 言語聴覚科

1P5-4 外傷性脳損傷一例の長期的臨床経過………………………………………………………197
山里 道彦（やまさと みちひこ）
筑波記念病院 精神科

1P5-5 当センターにおいて早期に自宅退院した頭部外傷者の特徴……………………………198
塩屋 博史1,2（しおや ひろし）、柴田 早紀1、水口 裕香子1、三上 泉1、
西埜 和希1、山中 緑1、辻野 精一1

1大阪急性期・総合医療センター リハビリテーション科、
2大阪府立大学大学院 総合リハビリテーション学研究科
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10 : 10～10 : 42 ポスター：認知症・その他
座長：池尻 義隆（一般財団法人 住友病院 メンタルヘルス科）

1P6-1 Posterior Cortical Atrophy の長期にわたる臨床経過 ……………………………………198
船山 道隆1（ふなやま みちたか）、成塚 陽太2、中島 明日佳2、川島 広明2、
三村 悠1、三村 將3、阿部 由美4

1足利赤十字病院 神経精神科、2足利赤十字病院 リハビリテーション科、
3慶應義塾大学 医学部 精神神経科、4足利赤十字病院 認知症疾患センター

1P6-2 認知症患者に対するリアリティオリエンテーション法と作業活動を中心とした
集団療法の特徴………………………………………………………………………………199
丸山 雄太（まるやま ゆうた）、伊藤 貴史、小林 武司、石井 健史
医療法人社団苑田会 苑田会リハビリテーション病院 リハビリテーション科

1P6-3 能動的活動を主とした集団プログラムが認知症者へ与える影響について
―8ヶ月経過のタイプ別分析― ……………………………………………………………199
作田 浩行1（さくだ ひろゆき）、大澤 彩1,2、増山 英理子1、土橋 三枝子3

1昭和大学 保健医療学部、2昭和大学江東豊洲病院、3虎の門病院

1P6-4 HIV 関連認知機能障害に対して外的な枠組み作りによって社会復帰を果たした一例
…………………………………………………………………………………………………200
三村 悠1,3（みむら ゆう）、高田 武人1,3、中島 明日佳2、田邊 美紀2、
栗澤 良太2、大井 博貴1,3、船山 道隆1,3、三村 將3

1足利赤十字病院 神経精神科、2足利赤十字病院 リハビリテーション科、
3慶應義塾大学 医学部 精神神経科学教室

10 : 42～11 : 38 ポスター：失認・その他 座長：吉畑 博代（上智大学 言語科学研究科）

1P7-1 自動詞ジェスチャー模倣時の視覚探索特性と失行重症度の関連性
～模倣障害を呈した脳卒中症例における検討～…………………………………………200
寺田 萌1,2（てらだ もえ）、高村 優作1,2、河野 正志2、森岡 周1,3

1畿央大学大学院 健康科学研究科 神経リハビリテーション学研究室、
2医療法人穂翔会村田病院 リハビリテーション部、
3畿央大学ニューロリハビリテーション研究センター

1P7-2 右被殻出血により要素性幻視，複雑幻視を呈した 1例…………………………………201
吉村 安希1（よしむら あき）、藤田 圭絵1、大森 雄仁1、大川内 柚香1、中村 光2

1一般財団法人操風会 岡山旭東病院 診療技術部 リハビリテーション課、
2岡山県立大学 保健福祉学部 保健福祉学科

1P7-3 電子機器操作の獲得を目指した統合型視覚失認の一例…………………………………201
西埜 和希1（にしの かずき）、水口 裕香子1、清水 大輔2、砂川 耕作3

1大阪急性期・総合医療センター リハビリテーション科、
2兵庫医療大学 リハビリテーション学部、3関西福祉科学大学 保健医療学部
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1P7-4 前方・後方空間における右半球損傷患者の音源定位能力
～半側空間無視症状との関連性の検討～…………………………………………………202
岩田 望1,2（いわた のぞみ）、砂原 伸行3、能登谷 晶子4、中谷 謙5、
武田 千絵3、小浦 綾乃1

1医療法人社団浅ノ川 浅ノ川総合病院リハビリテーションセンター、
2金沢大学大学院 医薬保健学総合研究科 保健学専攻リハビリテーション科学領域、
3金沢大学 医薬保健研究域保健学系 リハビリテーション科学領域、
4京都学園大学 健康医療学部、
5関西福祉科学大学 保健医療学部 リハビリテーション学科 言語聴覚学専攻

1P7-5 感覚障害や右半球症状により着衣障害を呈した一症例…………………………………202
花田 智仁（はなだ ともひと）、住田 直也、管 隆一
松山リハビリテーション病院

1P7-6 Roll 角に着目したHead Mounted Display アダプテーションが空間認知に与える影響
…………………………………………………………………………………………………203
沼尾 拓1（ぬまお たく）、網本 和2、市川 恭兵3、井出 彰悟3、香取 秀一3、
島田 知子4、太田 康平4

1社会医学技術学院 理学療法学科、
2首都大学東京大学院 人間健康科学研究科 理学療法科学域、
3新座病院 リハビリテーション科、4東大和病院 リハビリテーション科

1P7-7 風船を用いたHMDアダプテーションが片脚立位に及ぼす影響 ………………………203
市川 恭兵1（いちかわ きょうへい）、沼尾 拓2、網本 和3

1新座病院 リハビリテーション科、2専門学校 社会医学技術学院 理学療法学科、
3首都大学東京大学院 人間健康学 研究科 理学療法学域

16 : 10～16 : 58 ポスター：方法論（1） 座長：石原 健司（旭神経内科リハビリテーション病院）

1P8-1 近赤外分光法を用いた後出しじゃんけんと後出しボディーじゃんけんにおける
脳活動についての検討………………………………………………………………………204
武田 千絵1（たけだ ちえ）、能登谷 晶子2、砂原 伸行1

1金沢大学 医薬保健研究域 保健学系、2京都学園大学 健康医療学部 言語聴覚学科

1P8-2 安静時 fMRI データを用いた機能的ネットワーク活動と
errorless / errorful learning スコアとの関連………………………………………………204
山下 円香1,2,3（やました まどか）、下川 哲也2,3、種村 留美2

1公益財団法人 総合病院 浅香山病院 リハビリテーション室、
2神戸大学大学院 保健学研究科 リハビリテーション科学領域、
3国立研究開発法人 情報通信研究機構 脳情報通信融合研究センター（CiNet）

1P8-3 言語性記憶課題における検査語リストの構造化の影響―脳損傷部位による検討―…205
竹田 和也1（たけだ かずや）、中村 光2、徳地 亮3

1金田病院 リハビリテーション科、2岡山県立大学 保健福祉学部 保健福祉学科、
3岡山医療技術専門学校 作業療法学科
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1P8-4 BADS-C を用いての日本人健常児における実行機能の評価……………………………205
宮崎 彰子1,2（みやざき あきこ）、八木 真美1、川崎 美香1、川上 紀子1,2、
種村 純1,2、平岡 崇3、花山 耕三3、椿原 彰夫3,4

1川崎医科大学附属病院 リハビリテーションセンター、
2川崎医療福祉大学 感覚矯正学科、3川崎医科大学 リハビリテーション医学教室、
4川崎医療福祉大学

1P8-5 若年性アルツハイマー型認知症とうつ病の鑑別における神経心理学的検査の有用性
…………………………………………………………………………………………………206
小林 清樹1,2（こばやし せいじゅ）、柏木 智則3、岩本 倫2、河西 千秋2

1医療法人社団 心優会 中江病院、2札幌医科大学 神経精神医学講座、
3北見赤十字病院

1P8-6 描画課題における電子ドローイングシステムの紹介とその可能性……………………206
佐藤 厚1,5（さとう あつし）、児玉 直樹2、田中 克明3、掛 晃幸4、川瀬 康裕5

1新潟リハビリテーション大学 リハビリテーション学科 言語聴覚学専攻、
2新潟医療福祉大学 医療技術学部 診療放射線学科、3コクヨ株式会社、
4株式会社ワコム、5川瀬神経内科クリニック

16 : 58～17 : 46 ポスター：方法論（2） 座長：元村 直靖（大阪医科大学 看護学部）

1P9-1 社会性発達評価装置（Gaze Finder）におけるヒト関連ターゲットの呈示視野の検討
…………………………………………………………………………………………………207
中川 敦子1（なかがわ あつこ）、宮地 泰士2、永井 幸代3、野村 香代4

1名古屋市立大学 人間文化研究科、2名古屋市西部地域療育センター、
3名古屋八事赤十字病院 小児科、4岐阜聖徳学園大学 教育学部

1P9-2 会話のキャッチボールによる、コミュニケーション成立の新たな評価法を探る……207
和田 将典1（わだ まさのり）、片桐 祥雅4、篠原 修二3、川原 靖弘2

1東京大学 新領域創成科学研究科、2放送大学 文化研究科、
3東京大学 工学系研究科、4神戸大学 保健学研究科

1P9-3 地域在住高齢者の脳MRI 健診におけるバウムテストの特徴 …………………………208
西 真樹子（にし まきこ）、山下 貴史、八尾 博史、橋本 学
肥前精神医療センター

1P9-4 電気刺激を用いた手首関節掌背屈運動により生じる主観的感覚の評価………………208
平田 輝1（ひらた あきら）、板口 典弘2、桂 誠一郎2、吉澤 浩志3、福澤 一吉4

1慶應義塾大学大学院 理工学研究科 総合デザイン工学専攻、
2慶應義塾大学 理工学部 システムデザイン工学科、
3東京女子医科大学 脳神経内科、4早稲田大学 文学学術院 心理学教室

1P9-5 当院における運転再開支援について～停止車両評価の導入～…………………………209
佐尾山 諭（さおやま さとし）、吉田 雅人、楠本 雅也
医療法人きたじま倚山会 きたじま田岡病院 リハビリテーション科
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1P9-6 非失語症性高次脳機能障害者における表情認知の特徴と神経心理学的検査との関係
…………………………………………………………………………………………………209
佐野 恭子（さの きょうこ）
兵庫医療大学 リハビリテーション学部

17 : 46～18 : 18 ポスター：方法論（3）
座長：中川 良尚（江戸川病院 リハビリテーション科 言語室）

1P10-1 高次脳機能障害者家族の家族機能の変化～横断研究と縦断研究からの検討～………210
浅野 友佳子1（あさの ゆかこ）、中村 充雄2、金野 円佳1、熊谷 昇悟1、
中村 眞理子2

1文屋内科消化器科医院 訪問リハビリテーションらいらっく、
2札幌医科大学 保健医療学部

1P10-2 脳損傷者への就労支援―過去 5年間の症例報告レビュー―……………………………210
佐藤 良子1,2（さとう りょうこ）、種村 留美3

1いきいき福祉ネットワークセンター、
2神戸大学 生命・医学系保健学域 リハビリテーション科学領域博士後期課程、
3神戸大学 生命・医学系保健学域 リハビリテーション科学領域

1P10-3 コース立方体組み合わせテスト実施時の被検者のストレスに関する検討―第 2報…211
阿志賀 大和（あしが ひろかず）、田中 善信、栗原 トヨ子、山村 千絵
新潟リハビリテーション大学 医療学部

1P10-4 地域在住高齢者への認知症予防活動に関する広報活動の試み
―新規薬物治験と認知リハビリテーションの協働―……………………………………211
江口 悠介1（えぐち ゆうすけ）、塚原 宏恵1、山下 貴史1、井内 宏紀1、
橋本 学1、田丸 和宏2、笹田 梨紗3

1国立病院機構 肥前精神医療センター リハビリテーション科、
2国立病院機構 琉球病院、3国立病院機構 菊池病院

10 : 10～10 : 58 ポスター：認知リハ（1）
座長：福澤 一吉（早稲田大学文学学術院 文学部心理学コース）

1P11-1 高次脳機能障害者における易怒性と本人及び家族の障害認識の関係性について……212
伊地知 大亮1（いじち だいすけ）、橋本 衛2、福原 竜治1、石川 智久2、
遊亀 誠二1

1厚地脳神経外科病院 リハビリテーション部、
2熊本大学大学院 生命科学研究部 神経精神医学分野
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1P11-2 小脳出血後、意思疎通が困難となった
cerebellar cognitive affective syndrome（CCAS）と思われる症例 …………………212
竹中 美希1（たけなか みき）、小澤 恭子2、松元 雅俊1、中川 菜摘3、種村 留美4

1洛和会音羽リハビリテーション病院 リハビリテーション部、
2洛和会音羽リハビリテーション病院 神経内科、
3洛和会音羽病院 リハビリテーション部、
4神戸大学 生命・医学系保健学域 リハビリテーション科学領域

1P11-3 家事動作に着目した作業療法で注意・記憶障害の改善を認めた高齢頭部外傷の経過
…………………………………………………………………………………………………213
三上 泉（みかみ いずみ）、塩屋 博史、柴田 早紀、辻野 精一
大阪急性期・総合医療センター リハビリテーション科

1P11-4 理学療法士による高次脳機能障害者に対するグループ訓練の取り組みと傾向………213
森 沙理1（もり さり）、揚戸 薫2、小高 あゆみ1、沼田 美玖1

1千葉県千葉リハビリテーションセンター リハビリテーション療法部、
2千葉県千葉リハビリテーションセンター 高次脳機能障害支援センター

1P11-5 地域生活を送る高次脳機能障害者の家族の思いやニーズの変化
―病院入院時と比較して―…………………………………………………………………214
宮原 智子1（みやはら ともこ）、種村 留美2、清水 大輔3

1地域活動支援センターWakaba、2神戸大学大学院 保健学研究科、
3兵庫医療大学 リハビリテーション学部

1P11-6 脳出血により高次脳機能障害を呈し，自動車運転を再開できた一例
～通所リハビリでの取り組み～……………………………………………………………214
遠藤 直人1（えんどう なおと）、荒木 裕子1、渡邊 知佳子1、渡邉 徹2、
佐藤 卓也3

1介護老人保健施設 豊浦愛広苑 リハビリテーション科、2大杉脳外科医院、
3新潟リハビリテーション病院 言語聴覚科

10 : 58～11 : 54 ポスター：認知リハ（2）
座長：岡﨑 哲也（特定医療法人財団 博愛会 博愛会病院）

1P12-1 健常高齢者におけるメタ記憶とその自己評価，精神的健康度との関連………………215
林 敦子1（はやし あつこ）、大竹 恵子2

1神戸大学大学院 保健学研究科、2関西学院大学 文学部

1P12-2 健常高齢者に対する二重課題プログラム実施による認知機能と気分の変化…………215
林 敦子（はやし あつこ）、渡部 貴史、山口 裕子、グライナー 智恵子
神戸大学大学院 保健学研究科
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1P12-3 SL77 を用いた架空事例検討における評価傾向と活用可能性について ………………216
中井 秀昭1,2（なかい ひであき）、川上 寿一3

1滋賀県健康医療福祉部 健康寿命推進課、
2立命館大学 先端総合学術研究科 先端総合学術専攻一貫性博士課程、
3滋賀県立リハビリテーションセンター

1P12-4 障害者支援施設へのサポート他機関への講師派遣をとおして感じたこと……………216
上川 毅（かみかわ つよし）
かがわ総合リハビリテーション成人支援施設

1P12-5 高次脳機能障害者に対する実車リハビリテーションを用いた
自動車運転再開支援プログラムの運用……………………………………………………217
沼田 歩1（ぬまた あゆみ）、豊倉 穣2、渡邉 奈南3、太田 宏4、藤田 隆史4

1一般財団法人太田綜合病院附属太田熱海病院 総合リハビリテーションセンター、
2東海大学医学部付属大磯病院 リハビリテーション科、
3太田熱海病院 医療社会福祉部、4太田熱海病院 リハビリテーション科

1P12-6 左被殻出血後、同側肢に alloesthesia が生じた症例 ……………………………………217
宮崎 剛（みやざき ごう）、佐藤 直美、片山 薫
一般社団法人巨樹の会 千葉みなとリハビリテーション病院 リハビリテーション科

1P12-7 中学校期に発症した後天性脳損傷児の進路選択における課題
―通常学級に復学した児童が抱える心理的葛藤―………………………………………218
玉井 創太1（たまい そうた）、山口 加代子1、橋爪 紀子2

1横浜市総合リハビリテーションセンター 機能訓練課、
2横浜市総合リハビリテーションセンター 発達リハビリテーション科

16 : 10～16 : 58 ポスター：認知リハ（3） 座長：近藤 正樹（京都府立医科大学大学院 神経内科学）

1P13-1 ランダム信号に対する運動同期：背側前部帯状回の役割………………………………218
植村 真帆1（うえむら まほ）、今井 絵美子1、片桐 祥雅1,2

1神戸大学大学院 保健学研究科、2情報通信研究機構未来ICT研究所

1P13-2 コミュニケーション障害のある急性期脳損傷者のターン交替形式……………………219
田中 春奈1（たなか はるな）、吉野 眞理子2

1東京都健康長寿医療センター リハビリテーション科、
2筑波大学大学院 人間総合科学研究科

1P13-3 医療と地域で情報を共有する脳外傷地域連携パスの作成………………………………219
石原 弥生1（いしはら やよい）、兼行 浩史1、鈴木 倫保2、末廣 栄一2、
田中 信宏2、橋本 達哉1、西田 麻美1、坂本 珠恵1、下瀬 優香1

1山口県立こころの医療センター、2山口大学医学部附属病院 脳神経外科
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1P13-4 この非流暢性発話を構成する因子は何か？―超皮質性運動失語例での検討―………220
内山 良則1（うちやま よしのり）、松田 実2

1大阪市立総合医療センター リハビリテーション科、
2医療法人社団清山会 いずみの杜診療所

1P13-5 急性出血性白質脳炎により小児失語症を呈した一例……………………………………220
草間 由実子1（くさま ゆみこ）、温井 めぐみ1,2、山本 直寛2、九鬼 一郎2、
小川 智江1、永安 香1、服部 有香1、川脇 壽2、愛場 庸雅1

1大阪市立総合医療センター 小児言語科、2大阪市立総合医療センター 小児神経内科

1P13-6 両側の脳 塞の後、右半球の再発脳 塞により失語症を呈した一症例………………221
松田 敏治（まつだ としはる）、藤元 亜弥、木原 美喜雄
社会医療法人さくら会 さくら会病院

16 : 58～17 : 46 ポスター：認知リハ（4）
座長：白山 靖彦（徳島大学大学院 医歯薬学研究部 地域医療福祉学分野）

1P14-1 呼称におけるカテゴリーの影響……………………………………………………………221
田中 諒子1（たなか りょうこ）、板口 典弘3、山田 千晴1、福澤 一吉2

1早稲田大学 文学研究科、2早稲田大学 文学部、3慶應義塾大学 理工学部

1P14-2 交 性純粋語唖に発話の開始困難を伴った一例…………………………………………222
松田 佳奈1,2（まつだ かな）、佐藤 正之3、上田 有紀人2、田部井 賢一1,3、
橘 径1、丹羽 篤4、松浦 慶太1、冨本 秀和1

1三重大学大学院 医学系研究科 神経病態内科学、
2三重大学病院 リハビリテーション部、
3三重大学大学院 医学系研究科 認知症医療学、4国立病院機構三重病院 脳神経内科

1P14-3 グループ訓練における自己評価の有用性の検討
―認知コミュニケーション障害・失語症の比較から……………………………………222
香月 靜1（かつき しずか）、佐藤 奈津子2、金子 真人3

1江戸川メディケア病院 リハビリテーション科、
2足立区障がい福祉センター あしすと 社会リハビリテーション室、
3国士舘大学 文学部 教育学科

1P14-4 失語症総合検査 JCATにおける名称一致度調査結果について…………………………223
吉畑 博代1（よしはた ひろよ）、土橋 三枝子2、渡邊 理恵3、杉山 貴子4、
伊集院 睦雄5、綿森 淑子6

1上智大学大学院 言語科学研究科 言語聴覚研究コース、
2虎の門病院 リハビリテーション部、3東京共済病院 言語聴覚療法室、
4東京都立墨東病院 リハビリテーション科、5県立広島大学 保健福祉学部、
6広島県立保健福祉大学 名誉教授
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1P14-5 失行性失書を呈した大脳皮質基底核症候群の 1例………………………………………223
吉田 健太郎（よしだ けんたろう）、山本 幹枝、足立 正、渡辺 保裕、
花島 律子
鳥取大学 医学部 脳神経内科

1P14-6 WAB失語症検査と脳血流画像でみた筋萎縮性側索硬化症における書字の誤り ……224
櫻井 透1（さくらい とおる）、平野 成樹1、阿部 翠2、宇治 百合子2、
鈴木 弘子2、楠本 千尋2、清水 啓介1、仲野 義和1、鈴木 政秀1、澁谷 和幹1、
村田 淳2、桑原 聡1

1千葉大学医学部附属病院 脳神経内科、
2千葉大学医学部附属病院 リハビリテーション部

17 : 46～18 : 26 ポスター：認知リハ（5） 座長：坂爪 一幸（早稲田大学 教育・総合科学学術院）

1P15-1 回復期リハビリテーション病棟における高次脳機能障害者に対する
復職シミュレーション 1～患者ニーズに応じた試み～ …………………………………224
小高 あゆみ1（おだか あゆみ）、岡山 未季1、揚戸 薫2、遠藤 晴美1、
小関 広美1、齋藤 たえ1、土屋 恵1、長谷川 純子1、米津 彩子1

1千葉県千葉リハビリテーションセンター、
2千葉県千葉リハビリテーションセンター 高次脳機能障害支援センター

1P15-2 回復期リハビリテーション病棟における高次脳機能障害者に対する
復職シミュレーション 2～症例の変化に着目して～ ……………………………………225
岡山 未季1（おかやま みき）、小高 あゆみ1、揚戸 薫2、遠藤 晴美1、
小関 広美1、齋藤 たえ1、土屋 恵1、長谷川 純子1、米津 彩子1

1千葉県千葉リハビリテーションセンター、
2千葉県千葉リハビリテーションセンター 高次脳機能障害支援センター

1P15-3 発症後大学入学を果たしたものの休学となった高次脳機能障害例の復学支援………225
橋詰 由美（はしづめ ゆみ）、江村 俊平
医療法人社団永生会 永生クリニック リハビリテーション科

1P15-4 高齢運転者における判断力の特徴…………………………………………………………226
高槻 聖子1,2（たかつき まさこ）、澤田 泰洋3、種村 留美4

1神戸大学大学院 博士後期課程、2平島病院、3中部大学 生命健康科学部、
4神戸大学 生命・医学系保健学域 リハビリテーション科学領域 運動機能障害学分
野

1P15-5 高次脳機能障害者に向けた院内多職種集団活動「七沢カフェ」の実施経験…………226
廣田 祐樹1（ひろた ゆうき）、白川 大平2、江 ひとみ3、福井 麻里3、
長谷川 輝美4、青木 重陽5

1神奈川リハビリテーション病院 作業療法科、
2神奈川リハビリテーション病院 心理科、3神奈川リハビリテーション病院 言語科、
4神奈川リハビリテーション病院 看護局、
5神奈川リハビリテーション病院 リハビリテーション科
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